
 ★佐賀平野大規模浸水危機管理対策演習
（産官学一帯で水害対応について、九州管内で初、ＤＩＧ形式の図上演習）

　 平成１８年度から国・県・市町及び民間の連携により、佐賀平野における洪水等の災
害を最小化するための危機管理対策の検討に取り組んでいます。大規模浸水を想定
した場合、各機関が連携していく上で『どのような情報を必要とするのか？』、『何を緊
急に行わなければならないか？』、『広域的に支援するために何が必要か？』といった
ことを互いに議論し、課題を抽出する図上演習（ＤＩＧ形式）を、平成２２年１１月１１日
（木）に３０機関の実務担当者約７０名の参加により佐賀市水防センター（嘉瀬川防災
ステーション）で実施しました。
　 ＤＩＧ形式の効果は、あらかじめ決められたシナリオではなく、想定した場面を参加者
全員で同じ場で考え議論することにより、災害イメージを理解できると共に、地域の防
災力向上や災害時の連携に対する意識の高揚につなげることであり、このような演習
は九州管内で初の試みであり、全国的にも水害対応の演習としては事例が少ないそう
です。
　 演習は第１ステージ（河川水位が避難判断水位到達）、第２ステージ（河川堤防が破
堤）、第３ステージ（河川水位が低下し、復旧が可能となる）状態を想定して、嘉瀬川
（筑後川河川事務所が進行）、六角川（武雄河川事務所が進行）で同時に行い、両班と
もに白熱した議論が繰り広げられました。
　 当日はＮＨＫ佐賀放送局、ＳＴＳ（佐賀テレビ）のＴＶカメラ２台に佐賀新聞社、西日本
新聞社、建設新聞社の計５社の取材があり、注目度も大きく、大きなＰＲとなりました。
（夕方ＴＶニュースで放送）
　 今後は、演習で抽出された課題等を整理し、今年度末に公表予定の佐賀平野全体

（筑後川、嘉瀬川、六角川）における危機管理計画に反映させ、全国に発信できる
ような取り組みにしていきたいです。

演習成果の一部（ワークシートに整理）平成２２年１１月１２日付佐賀新聞（朝刊）

ＮＨＫ ＳＴＳ

夕方のニュースで放送



陸上自衛隊

★陸上自衛隊
　　　　 第４特科連隊本部
・自衛隊によりヘリ着陸地点のシミュ
レーションをするので、位置座標を教え
て欲しい。（ヘリポートの適地を図上で
説明）

訓練スタート（六角川班）

武雄河川防対官

第１ステージの初期情報を説明
します。
気象状況ですが、大雨洪水警報
が発令中です。
河川状況は、六角川潮見橋観
測所で避難判断水位に到達して
います。
浸水状況は内水が発生していま
す・・・

海上保安庁

★海上保安庁
　唐津海上保安部
・海保ヘリによるヘリテ
レ映像配信が可能。
・海保ヘリの孤立者の

救助は可能。

ケーブルワン

佐賀市

武雄市

白石町

避難判断水位到達の場面での状況分析と対応を説明する自治体

朝日出張所長（六角川）嘉瀬川出張所長 佐賀国道 道路管理第一課 専門職

復旧活動や通行止めに関する情報を河川、道路の事務所から説明

西日本高速道路

★西日本高速道路（株）九州
支社　佐賀高速道路事務所
・降雨により高速道路も通行
止となるが、緊急時は緊急車
両を通す事は可能。（あらかじ
め緊急車両の指定が必要）
・被災住民の避難場所の提供
可能（ＳＡ・ＰＡ等）
・多久西ＰＡ緊急開口部の利
用も考慮されたい。

小城市多久市武雄市

第１ステージ

第２ステージ

★（株）ケーブルワン
　　（武雄市内にある
　　　　　ケーブルテレビ）
・現在、水害時には独自取
材も含めて、河川空間監視
カメラ映像により各家庭へ
情報配信をしている。
・H21年7月出水時は独自で
現地取材し、一般家庭に情
報提供した。
・ヘリテレ映像についても対
応できるよう作業中である。

第３ステージ



北川教授も議論に参加

★佐賀大学：北川教授
・死者やけが人の救急体制や
連絡体制は？
・避難所開設から３日以上
たった時の健康度の確認と病
院移動などの対応は誰がす
るのか？医療体制を決めてお
く事が大事。
・洪水後のゴミは誰が片づけ

るのか？

九州電力

★九州電力（株）佐賀支店
・変電所が水没した場合は、電力供給ができ
ないが、変電所を高くするなどの対策はとっ
ている。
・各家庭はある程度浸水すると、ブレーカー
が落ちる。

★講評★

（荒牧佐賀大学名誉教授）
・「あらゆる情報をどう収集して、どのように伝えていくか？」インターフェイス（組織間、市民・県民）の問題に対して、知恵
を出し合っていくことが大切である。

（渡邊佐賀大学教授）
・自治体と自主防災組織や水防団との間でコミュニケーションを十分にすることが大切である。（災害時等に情報収集を
するときなど）

（北川佐賀大学教授）
・避難所から自宅等へ戻った後の住民対応も大事である。（健康面、衛生面、防犯面など）
・避難所開設から３日以上経過すると、避難所の運営について不満も出てくるので、事前の備えが必要である。

（大串佐賀大学准教授）
・河川特性（嘉瀬川：天井河川、六角川：潮位の影響大）に応じた細やかなの対策を考える。

荒牧名誉教授 渡邊教授 北川教授 大串准教授

消防防災課係長
佐賀県

佐賀県警

九州電力佐賀県

関係機関の意見交換状況

陸上自衛隊海上保安庁

佐賀地方気象台

神埼市

吉野ヶ里町

みやき町

佐賀市

九州電力

ＮＴＴ

濱田主任研究員からもコメント

白石町

筑後川河川防対官

演習まとめの発表（嘉瀬川班）

★西日本電信電話（株）佐賀支店
・交換所（アラームでの監視)　土砂崩れ、倒木
等によるケーブル切断の可能性あるため、順
次パトロールを実施。
・広報車による活動を実施。

ＮＴＴ西日本

★ＮＨＫ放送文化研究所
　　　濱田主任研究員
・被災者にどう情報を提供する
か？プレスリリースについて
は、防災計画書へ記載して、あ
らゆる情報を提供して欲しい。
（災害対策基本法でＮＨＫは指
定報道機関となっている）
・ボランティアの受け入れにつ
いて、現地へ入る経路につい
ては行政側で考えて欲しい。

関係機関の意見交換状況

関係機関の意見交換状況

武雄市

第３ステージ



「佐賀平野大規模浸水危機管理計画」に
基づく机上訓練の実施

事前説明会（案）

平成２２年１１月１日
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本日のスケジュール

13:30～13:40 DIGの概要
13:40～13:50 机上演習の目的、狙い
13:50～14:00 演習のアウトプット
14:00～14:20 演習の進め方
14:20～14:40 各機関への検討課題
14:40～15:00 質疑応答
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• DIGの特徴
– DIGには、形式張ったルールがあるわけではなく、対

象となる災害や参加者の立場･役割に応じてさまざま
な内容の訓練を実施することが可能です。

– ただし、どのような場合でも、対象となる地域の地図を
参加者全員で囲み、イメージできる被害や対応等を地
図・ワークシート等に書き込みながら参加者全員で議
論することが共通点です。

– このような作業を参加者全員で行うことにより、災害対
応時に重要とされる｢災害を知る｣、｢まちを知る｣、｢人
を知る｣ことができ、地域の防災力向上や災害時の連
携に対する意識の高揚につながります。

DIGの特徴
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• DIGの効果
– 災害そのもののイメージを理解（再認識）できる。

– 災害によってもたらされる地域の被害状況が認識でき
る。

– 被害状況に応じて単独で、または連携してできることな
どが認識できる。

– 災害対応時の人的なネットワークの形成が図れる。

– 防災意識が向上する。

DIGの効果
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「佐賀平野大規模浸水危機管理計画」に基づく机上訓練の目的

佐賀平野大規模浸水危機管理計画改訂版の資料を活用
し、大規模浸水を想定した災害対応について訓練を実
施し、各機関の連携強化や課題を抽出、改善策を検討
する

１．訓練の目的

２．訓練方法（案）

大規模浸水を想定した３つの場面を設定し、演習によ
りその場面ごとの課題を洗い出す。
想定している洪水：概ね100年に1回程度起こる大雨を対象とする

・平成２２年１１月１１日

３．訓練実施日
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危機管理能力の向上
連携強化 

〔検〕検討会 
〔実〕実務者連絡会
〔住〕住民 
〔学〕学識者 

Plan
危機管理計画・各防災計画等 

〔検〕 
佐賀平野大規模浸水危機管理計画 
〔実〕 
防災業務計画、地域防災計画、都市計画など 
（被害想定で明らかになった事項、施策の成果
等を防災計画等に反映） 
〔住〕 
地先レベルの防災、避難計画 
（マイ防災マップの作成など） 

Do
計画に基づいた危機管理訓練等 

〔実・住〕 
各計画による災害対応 
〔検・住〕 
被害シナリオ、他地域の災害の教訓を踏まえた訓練

Check
各計画の評価 

〔実〕 
既定計画の対策評価 
〔学〕 
施策の進捗確認，アドバイス 

Action
問題点の改善 

〔実〕 
新たな課題抽出と対策 
連携による対策 

佐賀平野大規模浸水危機管理検討会

フォローアップ計画

Action

支援策、連携方策の検討
→問題点改善

Plan

H22.3の危機管理計画改訂版の各施策

各機関の防災計画

Do

机上訓練（今回実施予定）

Check

問題点、課題の洗い出し
→検討会での意見、アドバイス

検討会における危機管理計画のフォローアップ計画の実践

継続的に実施

年１回検討会
での報告
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DIGの成果を危機管理計画施策に反映

通行可否
情報の

早期収集

通行可否
情報の共有

問題点・課題 他機関への要望 支援可能な対策 国 県 市町 民間

1 ラジオによる情報伝達 ○ ○ ○ ○ 現行どおり

2 防災情報総合掲示板 ○ ○ ○ ○ 現行どおり

3 ヘリテレによる画像の生中継 ○ ○ ○ 現行どおり

4 ＣＣＴＶ画像による浸水状況把握 ○ ○ ○ 現行どおり

5 民間からの情報提供 ○ ○ ○ 現行どおり

6 リエゾン制度 ○ ○ ○ 現行どおり

7 高速道路における道路情報等の提供 ○ ○ ○ 現行どおり

8 河川・防災情報表示板の設置 ○ ○ ○ ○ 現行どおり

9 地上デジタルテレビ放送を活用した河川防災情報提供 ○ ○ 新規施策

10 ケーブルテレビ放送を活用した河川防災情報提供 ○ ○ ○ 新規施策

11 気候変化のモニタリング ○ 新規施策

番号 項目
参加連携機関

摘　　要

国 県 市町 民間

1 地域高規格道路等と河川堤防の接続 ○ ○ 現行どおり

2 一般道路の路面高確認 ○ ○ ○ 現行どおり

3 河川管理用通路の確保 ○ ○ 現行の見直し

4 防災ステーション等の整備 ○ ○ ○ 現行どおり

5 ＳＡ、ＰＡでの接続ポイント ○ ○ ○ 現行どおり

摘　　要番号 項目
参加連携機関

国 県 市町 民間

1 避難所整備ガイドライン ○ ○ 現行どおり

2 避難所の位置及び構造の評価 ○ ○ ○ 現行どおり

3 防災まちづくり ○ ○ ○ 現行どおり

4 実務者連絡会の設置 ○ ○ ○ ○ 現行どおり

5 マスコミとの勉強会の実施 ○ ○ ○ ○ 現行どおり

6 避難行動計画の策定支援 ○ ○ 新規施策

7 避難勧告・指示判断基準の策定支援 ○ ○ 新規施策

8 危機管理対策訓練の実施 ○ ○ ○ ○ 新規施策

9 ボランティアと連携した救助体制の構築 ○ ○ 新規施策

10 避難所運営マニュアルの作成 ○ 新規施策

11 災害時要援護者の避難支援 ○ 新規施策

番号 項目
参加連携機関

摘　　要

１．情報収集・伝達

２．広域応援・緊急輸送路
ネットワーク

３．連携強化

ヘリテレ映像
の情報提供

CCTV画像による

浸水状況提供

反映
近年の訓練や出水、
他地域で課題となって
いる事項を洗い出す

検
討
会
で
報
告

年
１
回

●●部会

●●部会

●●部会
今回は課題出しの訓練
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第３ステージ

関連する施
策

支援可能な
対策

他機関への
要望

問題点・

課題

項目

第２ステージ第１ステージ

演習のアウトプット 課題整理ワークシート

復旧の現場に
行きたいが、
どこまで現場
に入れるかが
分からない

早期に被害の
全体像を共有
する仕組み

一般道が渋滞
したときの
避難勧告
・指示

ヘリ映像の配信による
全体被害像早期把握

救助の現場に
行きたいが、
どこまで現場
に入れるかが
分からない

水防・救助の
資機材の不足

一般道の通行
止め情報の共有

一般道の通行
止め情報の共有

ヘリテレによる
画像の生中継

CCTV画像による

浸水状況提供

人員不足等で
現地の被害
状況の早期
把握が困難

内水等の
局部的な
浸水状況
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成果整理の作業イメージ
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14名14名計

・佐賀国道事務所
・九州電力
・ＮＴＴ
・LP協会

・陸上自衛隊
・海上保安庁
・佐賀県警
・西日本高速

・佐賀国道事務所
・九州電力
・ＮＴＴ
・佐賀ガス
・陸上自衛隊
・海上保安庁
・佐賀県警
・西日本高速

関係機関

・武雄河川事務所・筑後川河川事務所河川管理者

・防災 1名
・河川 1名
・道路 1名

・防災 1名
・河川 1名
・道路 1名

佐賀県

・白石町2名（消防を含む）
・武雄市2名（消防を含む）

・佐賀市2名（消防を含む）自治体（市町）

第２班（六角川 右岸）
＊六角川右岸２５破堤

第１班（嘉瀬川 左岸）
＊嘉瀬川左岸１５ｋ破堤

机上訓練 （訓練編成）
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机上訓練 （会場イメージ）

１班 ２班

事務局

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

地図
ｵｰﾊﾞｰﾚｲﾋﾞﾆ-ﾙ

ﾏｼﾞｯｸ
付箋紙

など

地図
ｵｰﾊﾞｰﾚｲﾋﾞﾆ-ﾙ

ﾏｼﾞｯｸ
付箋紙
など

ファシリテーター
学識者、河川管理者

ファシリテーター
学識者、河川管理者

訓練者

訓練会場イメージ

進行補助 進行補助

ファシリーテーター

記録係記録係
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訓練のステージ

佐賀県
河川管理者

ライフライン機関

■河川の堤防が決壊した外水位がピーク
を経過した時点

・外水の氾濫が最大限に拡大し、避難や被害の状況が
明らかになっている

・外水の氾濫は、しばらくすると縮小を始める。それ
に備え氾濫水の速やかな排除と決壊箇所の復旧が
焦点

３

実働機関
■河川の堤防が決壊した直後の時点
・外水の氾濫が急速に拡大し、氾濫水による危険な状

態が発生している

２

市町村■避難判断水位に達した時点
・内水の浸水発生・今後外水の氾濫が想定される

１

中心機関状況
ステー

ジ
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訓練の進め方
１：初期情報（浸水・被害・避難状況など）を説明（ファシリテーター）１：初期情報（浸水・被害・避難状況など）を説明（ファシリテーター）

２：外水氾濫の今後の予測について説明（河川管理者）２：外水氾濫の今後の予測について説明（河川管理者）

３：状況の分析と今後の対応を説明（中心機関）３：状況の分析と今後の対応を説明（中心機関）

４：問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策を付箋紙に記入、模造紙に整理（全機関）
４：問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策を付箋紙に記入、模造紙に整理（全機関）
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訓練スケジュール訓練スケジュール

発表16:15
感想･意見16:35
講評16:50

１．初期情報の説明（２，３ステージまとめて）
２．外水氾濫の今後の予測について説明

14:40

３．状況の分析と今後の対応の説明14:50
４．問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策を

付箋紙に記入、模造紙に整理
15:00

１．初期情報の説明
２．外水氾濫の今後の予測について説明

13:15

終了17:00
あいさつ16:55

発表･講評等

ステージ２
ステージ３

４．問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策を
付箋紙に記入、模造紙に整理

13:35

３．状況の分析と今後の対応の説明13:25ステージ１

開会挨拶
訓練の進め方の説明

13:00
13:03開会

訓練の進め方の説明時間ステージ

85分

95分
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河川管理者が説明②外水氾濫の可能性・氾濫範囲などについての情報提供

全機関で協議

④問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策
を付箋紙に記入、模造紙に整理
ⅰ 住民への広報・周知の方策
ⅱ 避難誘導の体制
ⅲ 避難所開設・運営の体制
※その他、要援護者に対しての救援・支援・誘導・救助の体制等

自治体が、対応策を発表・説明

③状況分析と今後の対応
住民の避難活動の開始に向けて、「避難準備情報」「

避難勧告」発令
（対象区域・避難ルート・避難場所・避難支援誘導方法
など）

地図で区域確認
（関係機関で共同作業）

①内水による浸水状況の確認
避難場所・避難ルートなど確認

対応訓練内容訓練課題（項目）

ステージ１ 避難判断水位に達した時点
（内水の浸水発生・今後外水の氾濫が想定される）
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ステージ２ 河川の堤防が決壊した直後の時点
外水の氾濫が急速に拡大し、氾濫水による危険な状態が発生

河川管理者が説明
②外水氾濫の今後の予測（氾濫範囲など）についての情
報提供

全機関で協議

④問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策
を付箋紙に記入、模造紙に整理
ⅰ 関係機関の連携にあり方（合同本部の設置）
ⅱ 避難誘導・救援の分担・協力体制
ⅲ 情報の収集・交換・共有の方策
※その他、要援護者に対しての救援・支援・誘導・救助の体制等

実働機関（消防・警察・自衛
隊・海上保安庁など）が、対応
策を発表・説明

③状況分析と今後の対応
：危険が迫る中で、安全な住民の避難活動に向けて、

避難指示・救援活動・誘導活動のあり方。
（避難ルート・避難場所・避難支援誘導方法など）

：逃げ遅れ・取り残された孤立者などへの対応

地図で区域確認
（関係機関で共同作業）

①氾濫による浸水状況（区域・流速・広がる方向・水
深）の確認

避難場所・避難ルートなど確認

対応訓練内容訓練課題（項目）
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ステージ３ 河川の堤防が決壊して２４時間程度経過した時点

全機関で協議

④問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策を付箋紙に記入、
模造紙に整理
ⅰ 関係機関の連携のあり方
ⅱ 合同対策本部の体制
ⅲ 広域的な応援の体制
ⅳ 復旧活動を迅速に行うための交通規制など関係機関の連携
ⅴ 住民避難の見通しと安全な帰宅の方策
※その他、要援護者に対しての支援・救助の体制等

ライフライン機関（電力・ガス・
NTT）が対応策を発表・説明

・速やかな復旧に向けた対応について

河川管理者が、対応策を発表・説明
・氾濫水の速やかな排除の方策と見通し
・決壊箇所の復旧の工程・工法・段取りなど

佐賀県が、対応策を発表・説明
・状況が判明する中で、広域的な応援を含めた体制のあり方
（住民の避難活動をうけて、避難所の運営・救援・食料・毛布など、ス
タッフ・機材・資材などの確保）

③状況分析と今後の対応

地図で区域確認
（関係機関で共同作業）

①氾濫による浸水状況（区域・流速・広がる方向・水深）の確認
・ 避難場所・避難状況・被害状況（特に人的被害）など確認
・ 決壊被害状況・資材機材備蓄状況・運搬ルートなど確認

対応訓練内容訓練課題（項目）

・外水の氾濫が最大限に拡大し、避難や被害の状況が明らかになっている
・外水の氾濫は、しばらくすると縮小を始める。それに備え氾濫水の速やかな排除と決壊箇所の復旧が焦点
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各機関検討課題（共通）
赤の部分について、課題、要望、支援可能な策を検討しておく
当日、付箋紙で張り出す

④問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策を付箋紙に記入、模造紙に整理
ⅰ 関係機関の連携にあり方（合同本部の設置）
ⅱ 避難誘導・救援の分担・協力体制
ⅲ 情報の収集・交換・共有の方策
※その他、要援護者に対しての救援・支援・誘導・救助の体制等

④問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策を付箋紙に記入、模造紙に整理
ⅰ 住民への広報・周知の方策
ⅱ 避難誘導の体制
ⅲ 避難所開設・運営の体制
※その他、要援護者に対しての救援・支援・誘導・救助の体制等

④問題点・課題、他機関に対する要望、支援可能な対策を付箋紙に記入、模造紙に整理
ⅰ 関係機関の連携のあり方
ⅱ 合同対策本部の体制
ⅲ 広域的な応援の体制
ⅳ 復旧活動を迅速に行うための交通規制など関係機関の連携
ⅴ 住民避難の見通しと安全な帰宅の方策
※その他、要援護者に対しての支援・救助の体制等

第１ステージ

第２ステージ

第３ステージ
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各機関検討課題
（自治体：佐賀市、武雄市、白石町）
緑の部分について、発表資料を準備する
当日、地図等で説明をする

③状況分析と今後の対応
住民の避難活動の開始に向けて、「避難準備情報」「避難勧告」発令

（対象区域・避難ルート・避難場所・避難支援誘導方法など）

第１ステージ
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各機関検討課題
実働機関（消防・警察・自衛隊・海上保安庁など）

③状況分析と今後の対応
：危険が迫る中で、安全な住民の避難活動に向けて、避難指示・救援活
動・誘導活動のあり方。

（避難ルート・避難場所・避難支援誘導方法など）
：逃げ遅れ・取り残された孤立者などへの対応

第２ステージ

緑の部分について、発表資料を準備する
当日、地図等で説明をする
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各機関検討課題（佐賀県）

③状況分析と今後の対応
・状況が判明する中で、広域的な応援を含めた体制のあり方
（住民の避難活動をうけて、避難所の運営・救援・食料・毛布など、スタッ

フ・機材・資材などの確保）

第３ステージ

緑の部分について、発表資料を準備する
当日、地図等で説明をする
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各機関検討課題（河川管理者）

③状況分析と今後の対応
・氾濫水の速やかな排除の方策と見通し
・決壊箇所の復旧の工程・工法・段取りなど

第３ステージ

緑の部分について、発表資料を準備する
当日、地図等で説明をする
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③状況分析と今後の対応
・速やかな復旧に向けた対応について

第３ステージ

各機関検討課題
ライフライン機関（電力・ガス・NTT）

緑の部分について、発表資料を準備する
当日、地図等で説明をする
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•水防救助活動における資機材不足が発生した。

•逃げ遅れた住民救助の際に、救助にあたった消防団等に二次災害発生の危険性があった。

•水害を想定した具体的な訓練の不足により、堰･樋門等の操作、水防作業なの度に遅滞が生じ

る場合がみられた。

水防・救助
体制

•自治体側は、水害時に集中する情報や問い合わせに対して、十分な対応が不可能となった。そ

の結果、収集された情報を有効に利用することが出来なかった。

・人員不足等、情報入手手段の不備より、現地の被害状況の的確な把握が困難になった。

•住民側は、情報入所手段としてテレビを重視していたこと、広報車による音声案内が豪雨で聞こ

えなかったことなどにより、避難勧告指示に関する情報を十分に受信できない住民もいた。

•河川管理者からの情報提供において、インターネットを利用した防災情報の入手に手間がかか

る、リアルタイムな情報提供になっていないなどのいくつかの課題が見られた。

情報提供・
伝達・共有

・避難者数が避難所の定員を超過した。

・規模の大きな洪水に対する避難勧告･指示が的確に発令できず、安全な避難行動を早期の段
階で実施できない

・上下流の自治体で基準が異なり、発令時期が異なる場合もみられた。

・自治体が避難判断などの高度な意思決定を行うのに十分な情報が入手できていないあるいは
提供されていない。

避難誘導

避難勧告・
指示の遅
れ

課題

他事例にみる課題
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